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2023-2024 事 業 報 告 書 

 
資料提出日 : 令和 6 年 2 月 26 日  資料作成者 : 三和 寿樹 

 

工組・支部名 : 北海道電気工事業工業組合 名寄支部 

 
担当者氏名 : 部長   三和 寿樹 担当者氏名 :  

担当者氏名 :  担当者氏名 :  

担当者氏名 :  担当者氏名 :  

 

事業名 : 夏休み電気工作教室 

事業区分 : ■ 新規事業  □ 継続事業 （  年目） 

 

 
●提言書 2020 との適合性 

提言書 2020（本事業に当てはまる項目番号と提言書ページ数をご記入ください） 

①人材育成と後継者育成（P.8～）    ②組合員の経営安定化の支援（P.15～） 

  ③技術・施工品質の更なる向上と経営能力の向上（P.19～） 

  ④希望ある未来へ（P.22～）     ⑤災害時の対応と必要性（P.23～） 

  ⑥日本列島電気工事組合改造計画 未来へ（P.24～） 

 

◎ 項目番号 :  ②、④  ◎ 提言書ページ : P．22 

◎ 事業分類 :      B 

A:意見交換会  B:体験型 C:ボランティア D:交流  E:研修  F:寄贈、寄付 

G:製作、製品化 H:提携   I:コンテスト  J:その他 

 

事 業 概 要 

 

１．【事業実施日時】  

令和５年７月３１日 

 
２．【事業場所】  

中川町生涯学習センター「ちゃいむ」 

 
３．【参加員数】  

青年部員 ７名  小学生 ２７名 

 
４．【外部協力者】 

中川町教育委員会 

 
５.  【事業総額】  

\60,000 

 

◎ 提言書にない場合 :  
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６.  【事業目的】  

電気工事士の人手不足が叫ばれている昨今、名寄支部においてはとりわけその傾向が顕著とな

っています。大きな要因として、支部内に電気を専門に学習できる工業高校や各種学校が存在

しないことによる電気に興味を持つ機会の少なさ、業界の認知不足が挙げられます。そこで、

青年部では小学生を対象に電気について学ぶことで興味を持ってもらい、将来、電気工事の道

へ一人でも多く入職してもらうきっかけ作りとするべく「電気工作教室」の実施に注力してま

いりました。今年度の第１弾として「夏休みワクワク体験教室」を実施する中川町で工作教室

を実施することとしました。 

 
７．【事業内容】 

「夏休み電気工作教室」の実施 

・全日電工連にて斡旋している工作キット（２種類）を使用。 

・電気工事士装着品の展示 

 

 
８．【事業の成果・PR ポイント】 

・工作キットを使用して電気に対する知識を深めることができた。 

・電気工事組合の PR にもつながった。 

 

 
９．【反省点または工夫した点】  

・時間配分に苦労した。時間内ギリギリで終了する子が多かった。 

・小学生低学年には部員と教育委員会職員を多めに配置して工作教室に臨んだ。 

 

 
10．【次年度以降への引継ぎ・伝達事項】  

特になし 

 

 

 
11．【別添資料（写真・動画等）】 
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              令和５年８月２日付 北都新聞社 

 

 

 

 


